
きゅうめいせ

必要ないっさいの指令をすること，事故発生のときは被害の砿 すべり台を設け，これをすべり 降りることで，簡単に海面に遠

大を防止し，列車の運転に必要な電気をすみやかに確保するょ することができるよ うなシュータという ものを設けている 。

う臨機的な指令をすること等が主要な業務である。 このシュータの材質は，合成繊維に合成ゴムを加工したゴム

給電指令室の構成員を総称して給電指令といい，給電指令長 ポートと問機のものであり，長さは 10-14m で傾斜は 45 皮で

l 人， 給電指令当直長および給電指令当直員各数人で鱗成され ある。ゴムボートのように膨張式で普段はたたんで格納してあ

ている。給電指令長は給電課長の命を受けて給電指令室の業務 る。シュ -7 の下端にはゴムボー トのようなフロータがあり，

を統括し，給電指令当直長は給電指令長の，給電指令当直員は すべり降りた旅客は，い ったん，このフロータに待機して，こ

給電指令当直長のおのおの指揮の下に前記指令室の業務を円滑， れよりゴムボートに乗り移っ て離船することとなるが，最後に

適正に遂行するのがその任務である。 (青木利二)

きゅうめいせつぴ救命設備 (英) Iifesaving appliance 

船舶が遭難した場合(衝突，座礁，接触，火災，荒天等によ

る)，乗船している旅客および船員の生命の安全を保証するた

めに装備される設備をし、う。

従来の救命設備は救命艇 (lifeboat) 一本やりであったが，過

去の経験より，船が傾斜した場合等は使用できないこともあり，

また連絡船のように船の大きさに比較して旅客定員の多い船で

は， 全員分の救命艇を積む場所がとれない。このため最近建造

された連絡船では，膨張式救命いかだ(通称ゴムボート)を全員

分とう載し，万全の備えとなっている。

〔 ゴムポート 〕 合成ゴムと合成繊維からなる気室を，炭酸ガ

スボンベの高圧ガスによって短時間に膨張させ，円形のポー ト

状にするもので，普通 25 人乗りであるが， 10 人 ， 15 人， 20 人

乗りのものもある。通常は折りたたんてe コンテナの中に格納さ

れているが，これを海上に投下することによって，自動的に膨

張してポートになるようになっている。また万一投下する暇が

なく，船が沈没した場合にも自動的に浮上してポートとなる。

また高級なものは自動的に天幕が張られるようにな ってお り，

暑さ寒さから人間を守るようになっている。付属品としては，

信号紅炎 ・ マッチ ・ 水容器 ・あかくみ・ スポンジ ・ ふいご ・ 係

索等がある 。

この膨張式救命いかだは，船舶設備規程第 4 条の 2 に準拠す

るもので，現行の基準によると，園内航海のみに従事する沿海

以上の航行区成をもっ旅客船に対しては，端艇・救命し、かだ ・

救命浮骨骨に替えて，最大とう載人員を収容する数の膨張型救命

いかだ(乙種のもの 100%) を備え付けるように定められて

し、る 。

〔教命艇〉 長さ約 5- 10m 程度の，ボートであるが，普通の

ポートと具なる点は，内部に浮体をもっていることで，定員を

満載したまま水浸しになっても，沈まないようになっている。

推進方法としては，発動機付の高級なものから手動プロベラ付

のもの，また，かし、(権)でこぐとし、う旧式なものもある。 1 隻

の定員は 50-100 名が普通である。付属設備として，かい ・ か

い架 ・ 操だかい・つりざお・かじ ・ かじ柄・手おの・油m ・ マ

ッチ・ら(緩)針儀・海び ょう(錨)・係索・散油器・飲料水容器

.落下さん付信号・ 信号紅炎 ・糧食容官官・応急医療具 ・ 手動ポ

ンプ ・ 乗込装置 ・ 発煙浮信号 ・ モールス信号電気燈・かん切り

付ジャックナイフ ・ 投索等を装備している。

〔救命胴衣〕 浮体は発ぼう(泡)ポリエチレンおよびビニーノレ

スポンジを用いた，きわめて軽量のチョッキ型のものであり，

1960 年の安全条約で要求されている耐油性を満足させるとと

もに，水上に浮かんだときの形が理想的な斜め上向きの姿勢に

なるように浮力の配分を考慮している。

〔シ ュータ〕 膨張式救命し、かだに乗り移る装置としては，現

在では網はしごが認められているが， 老人あるいは婦女子の網

はしごを伝っ てゴムボートに乗り込むことは，ちょ っと無理と

考えられる。そこで国鉄連絡船では，客席からゴムボ ート への

はこのフロータもすべり台から切り離してゴムボートとして利

用することができるようにな っ ている。

膨張の方法はゴム ボ ー トが炭酸ガスの高(Eボンベのみを用い

るのと異なり， 高圧窒素ガスボンベ と，これの噴射エネルギー

を利用して周聞の空気を吸い込むアスピレ タを併用して， r"'J 

圧 150mm 水銀柱にまで保たしめるようにしている 。

〔救助艇〕 連絡船の場合は，陸岸から比較的近距離を航悔し

ているので，救助隊iは短時間に来るものと考えられるが， ゴム

ポ トの唯一の欠点である機動性がないことを補う意味で，救

助艇を装備して交通牧理をすることとしている。また放1l)J艇は，

あやまって船から務ちた人を直ちに救い上げるという役目もも

っている。(石黒陵)

きょうさんけんでつどうきょうりよくきこう 共産圏

鉄道協力像情 (寂) OOK且(英) OSJD (独) OSShD 共産

問諸国の鉄道の国際的協力を目的として 1956 年に創設された

もので，西欧側の国際鉄道連合会 (u. r. C. ) に対応する機関で

ある。そのメンパーとして加入したのは， ソヒ・ェト連邦，東ド

イツ，ポー ランド，チェコスロパキア，ハンガリー，ブルガリ

ア，ルーマ ニア，アルパュア，モンコ勺レ，中共，北鮮および北

ベトナムの 12 筒国の鉄道である。

共産関鉄道協力機怖の管理機関は，各加入鉄道を所管するそ

れぞれの国の大臣(運輸大臣または鉄道大臣)をも っ て組織され

る大臣会議である。大臣会議は毎年総会を開き，経過年度の業

績を検討し，次年1.[の事業計画を策定し ， あわせて予算を決定

する。

大臣会議には執行機関として鉄道運輸委員会が設けられてい

る。この委員会は，加入諸国の所管大臣が任命した鉄道の代表

者各 l 名，合計 12 名をもって組織され，その委員長， iillJ委員

長および書記は大臣会議により委員の中から選任される。 鉄道

運輸委員会には 10 の分科会が設けられ，それぞれ専門の業務

を分担している。なお鉄道運輸委員会の所在地は 5 年ごとに大

臣会議によ って選定される。

西欧では国際鉄道連合が鉄道機関の連合体となり，また欧州

運輸大臣会議 (CEMT) が政府機関の連合体となって二本建てと

なっているのに対して，共産圏では両者の機能が共産圏鉄道協

力機構の中で一元化されているのが特色といえよう。

共産圏鉄道協力機防の使命は，発展の途上にある共産諸国の

鉄道客貨繍送を円滑に遂行し，施設 ・車両の技術的告書備を統一

的に鉱充整備するために鉄道相互間の協力をいっそう緊密化す

ることにあるが， 具体的には特に次の諸任務の達成を使命とし

ている。

(1) 共産圏の国際鉄道貨物輸送に関する協約 (SMGS) および

同じく旅客輸送に関する協約 (SMPS) ならびにその付属規則の

実施と今後の改正

(2) 運賃，国境駅の業務の改善

(3) 鉄道車両の経済的使用，表定速度の向上，国際列車時間

表の改善

(4) 車両限界・線路・保安施設・信号機および運転規則の統
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